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はい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》

○人権といのちの尊厳を守
る、無差別平等の医療を行
います。

○地域と共に平和で健康に暮
らせる、まちづくりを行い
ます。

《沖縄協同病院医師研修理念》

○基本的診療能力を身につける

ことを第一の目標とし、患者

を「一人の人間」として捉え、

「患者の幸せ」を追求できる医

師を養成します。

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄に掲載しています。

各科から 形成外科109形成外科とは？

　
去
っ
た
8
月
4
日
〜
6
日
に
か

け
て
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
で
は
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
は
多
い
で
す
が
、
戦
争
当

時
、
沖
縄
県
以
外
で
起
き
た
本
土

の
空
襲
や
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に

つ
い
て
は
学
校
以
外
で
学
ぶ
機
会

は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　
沖
縄
で
は
戦
後
も
続
く
基
地
負

担
や
米
軍
人
に
よ
る
犯
罪
が
あ

り
、
終
戦
か
ら
70
年
が
た
っ
た
現

在
で
も
戦
争
被
害
地
、
被
害
者
で

あ
る
と
い
う
印
象
を
強
く
感
じ
て

「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」

in
広
島
に
参
加
し
て

初
診
内
科
外
来

受
付
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

　
こ
の
度
、
７
月
よ
り
形

成
外
科
・
外
来
診
療
部
門

が
開
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
形
成
外
科
が
登

場
し
て
か
ら
既
に
半
世
紀

以
上
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
様
の

中
に
は
「
形
成
外
科
っ
て
何
？
整
形
外
科
？
美
容

整
形
？
」
と
問
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
形
成
外
科
は
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
泌
尿
器
科

な
ど
の
身
体
の
場
所
（
部
位
や
臓
器
）
別
の
診
療

科
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
形
成
外
科
と
い
う
診

療
科
を
ま
だ
聞
き
な
れ
な
い
方
、
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
、
ど
ん
な
病
気
を
治
す
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
も
、
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
形
成
外
科
と
は
、
身
体
に
生
じ
た
組
織
の
異
常

や
変
形
、
欠
損
、
あ
る
い
は
整
容
的
な
不
満
足
に

対
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
法
や
特
殊
な
技
術
を
駆
使
し
、

機
能
の
み
な
ら
ず
形
態
的
に
も
よ
り
正
常
に
、
よ

り
美
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ま
の
生

活
の
質
〝Q

uality of Life

〞
の
向
上
に
貢
献

す
る
外
科
系
の
専
門
領
域
で
す
。

　
傷
や
火
傷
（
や
け
ど
）、あ
ざ
、腫
瘍
（
で
き
も
の
、

ほ
く
ろ
の
切
除
）、
先
天
異
常
、
皮
膚
潰
瘍
（
治

り
に
く
い
キ
ズ
）、
ケ
ロ
イ
ド
な
ど
の
傷
あ
と
の
治

療
、
が
ん
の
切
除
・
再
建
、
乳
房
再
建
お
よ
び

美
容
医
療
（
眼
瞼
下
垂
症
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
形
成
外
科
で
治
療
を
受
け
た
方
々
が
、
笑
顔
で

再
び
社
会
生
活
に
復
帰
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と

が
、
形
成
外
科
を
専
門
と
す
る
私
た
ち
の
最
高
の

喜
び
で
す
。

　
丁
寧
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

形
成
外
科
医
師　
川
﨑
雅
人

い
ま
す
。
し
か
し
、
原
子
爆
弾
投

下
に
よ
り
約
14
万
人
の
人
が
命
を

失
っ
た
広
島
の
地
で
「
原
爆
ド
ー

ム
」
や
「
平
和
祈
念
資
料
館
」、「
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
に
参
加
し

て
感
じ
た
事
は
、8
月
6
日
が「
平

和
」「
未
来
」
へ
繋
が
っ
て
い
る

と
い
う
印
象
を
持
っ
た
事
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
県
に
あ
る
戦
跡

や
平
和
祈
念
資
料
館
も
沖
縄
戦
の

実
態
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
戦
争

を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
の

平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
同
じ
戦
争
被
害
地
で
あ

る
沖
縄
と
広
島
と
で
は
何
と
も
言

え
な
い
感
情
が
あ
り
ま
し
た
。
実

際
に
、
戦
争
被
害
地
に
行
か
な
く

て
は
感
じ
る
事
の
で
き
な
い
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
、
こ
れ
か
ら
過
去

の
出
来
事
を
し
っ
か
り
と
学
び
皆

に
伝
え
て
行
け
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
室　
山
城
現
子

高
校
生
薬
剤
師
体
験

高
校
生
１
日
看
護
体
験

高
校
生・予
備
校
生
1
日
医
師
体
験

　
今
回
、
急
性
期
の
入
院
医
療
機
能
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
初
診
内
科
の
午
前

の
受
付
終
了
時
間
を
変
更
し
、
13
時
ま
で

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
日
：
２
０
１
５
年
９
月
１
日（
火
）〜

　
７
月
27
日
〜
８
月
27
日
の

期
間
高
校
生
薬
剤
師
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
南
部
は
毎
週

月
曜
日
に
3
〜
4
名
を
５

回
、
中
部
は
木
曜
日
に
３
名

を
４
回
行
い
、
合
計
29
名
の

高
校
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
初
め
て
の

経
験
で
薬
剤
師
の
仕
事
に
魅

力
を
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。
協
力
し
て
下
さ
っ
た
部

署
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
近
い
未
来
薬

剤
師
に
な
っ
て
一
緒
に
働
け

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

沖
縄
民
医
連　
薬
学
生
担
当　
具
志
美
香

　
毎
年
恒
例
の
「
高
校
生
看

護
体
験
」、
今
回
は
７
月
24
、

28
日
の
２
回
実
施
さ
れ
当
院

で
は
53
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
体
験
の
指
導
は
病
棟

の
主
任
・
副
主
任
看
護
師
に

も
協
力
を
得
て
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
感
想
で
「
今

回
体
験
し
て
、
絶
対
に
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」

「
看
護
師
が
協
力
し
あ
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る
事
や
笑
顔

で
患
者
に
接
し
て
い
る
こ
と

が
新
鮮
に
捉
え
ら
れ
た
」
な

ど
が
あ
り
、
数
年
後
看
護
師

と
し
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

看
護
学
生
委
員
長

救
急
セ
ン
タ
ー
師
長　
新
里　
康

　
去
る
、
7
月
22
日
（
水
）

〜
8
月
26
日
（
水
）
の
間
合

計
6
回
、
沖
縄
協
同
病
院
に

て
恒
例
の
、
高
校
生
・
予
備

校
生
1
日
医
師
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
総
勢

82
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

生
徒
達
は
Ｂ
Ｌ
Ｓ・
医
療
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
・
感
染
対
策
・

医
療
安
全
な
ど
を
学
び
そ
の

後
、
医
師
業
務
見
学
、
病
院

内
見
学
を
通
し
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
重
要
性
を
学
び
、
将
来
医

師
に
な
る
と
い
う
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
よ
う
で
す
。
各

関
係
職
員
の
皆
様
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
縄
民
医
連　
医
学
生
担
当　
里
井
歩

診療開始時間 受付終了時間

午前 ９:00 13:00

午後 ※医師の指示による予約のみ
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◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄に掲載しています。

おきなわの

自然　64

回　答

投　書

虹の箱より虹の箱より
虹の箱とは患者さまの声を医療活動に

反映させていくための投書箱です。

　駐車場整理員の方々、暑い中誘導してくださりありがと
うございます。一部の方（私服の方）にお願いがあります。

　もう少し優しい話し方と動きで接して下さい。体調を崩している
身で車をたたかれたり、「違う！！ここじゃない！あっち！」「やりな
おし！もっと左！！」と声をかけられるのはとてもつらい事でした。
どうかよろしくお願いします。
　熱中症にならない様にご自愛ください。

　駐車場への誘導時の合図や言葉遣いであなた様の心情
を害した事をお詫びいたします。

　私達駐車場係は通行人、駐車する方、係りの人、通行車などの安全
性や次に駐車する方の利便性などを考えて駐車場で働いています。
　合図（行動）の仕方や誘導等の言葉遣いには反省し注意し、利用者
の皆様が心地よく利用できるように心がけます。
　また今回の事は駐車場係り全員で共有し、今後注意していきたい
と思います。

駐車場担当　金城吉光

『
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る 

亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
』

那
覇
市
の
新
た
な
名
物
と
な
り
つ
つ
あ
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
描
い
て
み
ま
し
た

病院の活動状況活動状況＜7月度＞

・外来一日平均患者数：580人（前年同月比＋12人）

・入院一日平均患者数：278人（前年同月比±0人）

・組 合 員 利 用 率：57.1％（前年同月比＋1.2％）

シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ

組合員交流集会in久留米
　
１
日
目
の
講
演
会
で
は
、
歴
史
を
紐
解
き
な

が
ら
話
さ
れ
て
お
り
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の

政
治
、
現
在
の
情
勢
、
今
後
憲
法
の
あ
る
べ
き

姿
な
ど
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
興
味
深
く
聴

き
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夕
食
交
流
会
で

は
、
沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
も
話
題
に
上
が
り
、

交
流
会
の
最
後
に
は
〝
沖
縄
を
返
せ
〞
を
全
員

で
歌
い
、
会
場
の
一
体
感
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、転
倒
や
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
有
効
な
ス
テ
ッ
プ

運
動
の
実
技
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
組
合
員
の
方
々
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
組
合
員
の
皆
様
の
パ
ワ
フ
ル
さ
に
圧

倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
３
日
間
で
し
た
。
と
て
も

楽
し
く
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
室　
新
崎 

真
梨
奈

　
当
院
は
他
の
医
療
機
関
へ
の

患
者
様
を
移
送
す
る
際
に
使
用

す
る
救
急
車
を
所
有
し
て
お
り

ま
す
が
、購
入
か
ら
18
年
経
過
、

老
朽
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
８

月
に
新
し
い
救
急
車
を
購
入
い

た
し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
よ
り
、
沖
縄
協
同

病
院
様
と
、
と
よ
み
生
協
病
院

様
の
売
店
２
店
舗
を
コ
ー
プ
お

き
な
わ
が
引
き
継
ぎ
、
運
営
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ー
プ
お
き
な
わ
は
「
と
も

に
創
る　
く
ら
し
と
未
来
」
を

理
念
と
す
る
組
合
員
世
帯
数
22

万
人
の
消
費
者
協
同
組
合
で
す
。

　
売
店
で
は
、
私
達
の
お
店

（
コ
ー
プ
こ
く
ば
）
で
作
っ
た
、

お
い
し
い
お
弁
当
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
等
の
取
り
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。
商
品
の
ご
要

望
な
ど
お
気
軽
に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
水
前
寺
菜
（
ハ
ン
ダ

マ
）
や
小
松
菜
と
同
じ

よ
う
に
品
川
萩
（
シ
ナ

ガ
ワ
ハ
ギ
）
の
名
の
由

来
も
地
名
か
ら
付
い
た

と
い
う
。
も
と
も
と
は

帰
化
植
物
だ
が
、
江
戸
時
代
に
東
京
の
品
川

付
近
に
群
生
し
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
は
全

国
に
分
布
し
、
花
が
咲
く
と
一
面
黄
色
に
染

ま
っ
て
き
れ
い
な
の
だ
が
、
マ
メ
科
な
の
で

や
せ
た
土
地
で
も
旺
盛
に
繁
殖
す
る
た
め
、

私
に
と
っ
て
は
作
物
を
覆
い
尽
く
し
て
枯
ら

す
害
草
で
あ
る
。

　
夏
の
畑
は
作
物
を
植
え
て
も
適
度
に
雨
が

降
れ
ば
、
1
ヵ
月
で
腰
の
高
さ
ま
で
雑
草
が

茂
る
。
刈
り
と
る
後
ろ
か
ら
生
え
て
く
る
感

じ
だ
。
そ
の
雑
草
の
ほ
と
ん
ど
は
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
（
サ
シ
グ
サ
）
と
シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ
で
あ

る
。
放
っ
て
お
く
と
両
方
と
も
木
化
し
て
、

カ
マ
で
は
刃
が
立
た
ず
、
ス
コ
ッ
プ
が
必
要

に
な
る
の
で
草
刈
り
も
前
に
進
ま
な
い
。

　
厄
介
な
雑
草
で
は
あ
る
が
、
繁
殖
力
と
成

長
の
旺
盛
な
植
物
は
ハ
ー
ブ
と
し
て
有
用
で

あ
る
。
シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

葉
を
乾
燥
さ
せ
て
、
消
化
不
良
や
頭
痛
、
不

眠
症
、
筋
肉
の
硬
直
を
緩
和
さ
せ
る
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し

か
し
、
乾
燥
し
た
葉
に
は
肝
障
害
を
起
こ
す

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
素
人
療
法
は
危

険
で
あ
る
。

　
最
近
は
県
内
大
学
生
ら
の
グ
ル
ー
プ

（
シ
ー
ル
ズ
琉
球
）
が
安
全
保
障
関
連
法
案

や
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
集
会
や

行
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
シ
ナ
ガ
ワ
ハ

ギ
の
繁
殖
は
大
迷
惑
だ

が
、
戦
争
に
反
対
す
る

若
者
の
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交流集会で沖縄タイムスを見せて、辺野古の現状を説明している場面
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画・内科医  上原 和博

７月９日～７月 11日
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